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議会改革推進会議「検討部会」会議録 

 

１ 開催日時  平成２３年１０月２８日（金） 午後１時～午後２時０８分 

２ 開催場所  第１委員会室 

３ 出席委員  部 会 長 竹 井 道 男   副 部 会 長 服 部 孝 規 

                 森   美和子   岡 本 公 秀  坊 野 洋 昭 

                 小 坂 直 親   櫻 井 清 蔵 

        会 長 大 井 捷 夫   副 会 長 宮 崎 勝 郎 

４ 欠席委員  なし 

５ 事 務 局  浦 野 光 雄 臼 井 尚 美 松 村   大 渡 邉 靖 文 

６ 傍 聴 者  （一般）なし 

        （議員）豊 田 恵 理   鈴 木 達 夫   中 村 嘉 孝 

７ 事 項  １ 議会改革推進会議「検討部会」の運営について 

        （１）議会改革の経過について 

        （２）亀山市議会基本条例に伴う課題及び事務処理について 

        （３）今後の進め方について 

        ２ その他 

８ 経 過  次のとおり 
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午後１時００分  開 会 

○部会長（竹井道男君） 皆さん、こんにちは。 

 朝からの方もいらっしゃいますので大変お疲れかと思いますが、８月１９日の全協で、議会基本条

例にうたってあります議会改革推進会議が設置をされまして、それを受けて７名で構成する検討部会

もあわせて設置をされました。 

 ９月定例会の開会に、部会長の方を皆さんの方から仰せつかりましたので、１１月には役選もござ

います。それまでに、これまでの流れとか課題、検討について一度皆さんの方に報告をして、それか

ら今後どういうことを取り組んでいくのか、尐しその辺の、今回説明だけになりますけれども、尐し

やらなければいけないことの説明を中心にきょうは会議を開かせていただきました。 

 それでは、事項書に基づいて説明を進めさせていただきます。 

 まず１番目の項、議会改革推進会議「検討部会」の運営についてということで、（１）の議会改革

の経過についてということで、お手元の方に資料１として、一応おさらいとしまして、これまでどん

なことをやってきたのか、それから条例制定後にどんなことを今やっているのか。実はこの資料、お

手元に今視察の一覧表というのが渡してありますけれども、既にもう今週、１７の市町から条例の視

察が来ておりまして、そこで使っている資料がありますので、尐しそれをもとに事務局の方からこれ

までの経緯と、今どの辺まで議論が進んでいるということの報告をいたさせますので、しばらくお時

間をちょうだいしたいと思います。 

 それでは事務局長、お願いします。 

○事務局長（浦野光雄君） それでは、資料１．議会改革の取り組みについてということでごらんい

ただきたいと思います。 

 まず２ページ、平成１６年５月ということで、６月定例会から、旧亀山市におきましては、議案質

疑及び一般質問について対面式を導入してございます。 

 次に、同じく６月定例会からは、ケーブルテレビの行政チャンネルを利用いたしまして、一般質問

のみテレビ放映を行っております。また、テレビ放映は生中継及び録画放送とし、録画放送は土曜

日・日曜日の日中の時間帯に行うとしております。 

 次に、答弁の順序、傍聴者等にもわかりやすいよう、質疑・質問の議題順に行うということでござ

いました。 

 それから、１６年９月定例会から、議案質疑については一問一答方式を導入してございます。それ

と、質疑の回数の制限を廃止しております。 

 それから、１８年１１月に、委員会の傍聴につきまして原則公開ということで、最初の委員会で１

年間を通して許可を取ってございます。 

 続いて、審議の効率化のための議案の朗読を省略いたしております。 

 それから、平成１９年２月、３月定例会からは、議案質疑もケーブルテレビの生放送を開始してご

ざいます。 

 １９年５月、６月定例会からは、議案質疑について録画放送も開始を行っております。 

 それから、同じく１９年９月定例会からは、一般質問につきましても一問一答方式を導入しており

まして、ただし質問回数は３回までとしております。 

 ４ページへ移ります。 
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 平成２０年２月、３月定例会から、会派に属さない議員の一般質問の持ち時間を１５分以内から２

０分以内に改めております。また、議会のあり方等検討特別委員会及び公営企業経営問題特別委員会

を設置しております。 

 それから、同じく３月の議会のあり方等検討特別委員会、公営企業経営問題特別委員会の設置、そ

れぞれ委員１１名、１０名を決定してございます。 

 ２０年９月定例会からは、一般質問の回数制限３回までを議長の許可を得て４回までできるように

変更してございます。 

 ２１年９月定例会からは、本会議の映像をインターネットでも配信することを決定しております。 

 それから、災害及び新型インフルエンザ等の発生時における議会の対応に関する申し合わせを決定

してございます。 

 次に、議案に対する各議員の賛否状況を議会だよりで掲載をしております。 

 それから、同じく２１年９月定例会からは、本会議の映像をインターネットで配信をしてございま

す。 

 平成２２年３月定例会と９月定例会は、議案質疑につきましては１日半設けております。また、一

般質問につきましては２日半ということで、４日間とすることを決定しております。 

 それから、２２年６月定例会からは、閉会日につきましてもケーブルテレビによる生中継、録画放

送及びインターネットによる録画配信を開始してございます。 

 次に、６ページの議会基本条例が平成２２年６月に可決をいただいておりますけれども、あわせて

議会の会議規則、委員会条例、政務調査費、また政治倫理要綱を条例化ということで同時に提案をし

て、全会一致で可決をしております。 

 次に、２２年８月、議会基本条例の市民へのＰＲということで、議会だよりへの掲載、リーフレッ

トを作成して全戸に配付しております。また、ケーブルテレビの行政情報番組でも、うちの職員が基

本条例のＰＲをあわせて行っております。 

 次に、９月定例会から、議案質疑の１人当たりの持ち時間を試行的に答弁を含め３０分とし、決算

に係る代表質疑は答弁を含め５０分とすることを決定しております。なお、１年後のことしの９月定

例会は、試行を取って決定事項としてございます。 

 また、９月定例会の決算特別委員会の映像をインターネットで録画配信を行っております。 

 また、９月定例会の最終日には、分権型社会における議会のあり方に関する答申を議長に提出をい

ただいておりまして、これをもって議会のあり方等検討特別委員会を廃止しております。 

 次に、８ページに移りまして、平成２２年１２月議会からは、ホームページにおきまして各会派の

政務調査費の支出状況を掲載してございます。また、各常任委員会におきましては、テーマを設定し

まして調査・研究を開始し、その結果は、本年９月定例会で閉会日に各常任委員長から報告をいたし

ました。また、１０月には、議長から市長に政策提言ということで手渡しております。 

 次に、９ページへ移りまして、本年３月定例会の予算特別委員会につきましてもインターネットで

録画配信を開始しております。 

 それから、４月からは、ホームページにて議長の交際費の支出状況を平成２２年度から、また２３

年度も月単位締めで掲載を開始しております。 

 次に、６月定例会からは、一般質問の１人当たりの持ち時間を試行的に答弁を含め４５分とし、回
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数制限を撤廃しております。あわせて、基本条例に関する例規等の見直しということで自治法の一部

改正がございまして、いわゆる市町村の基本構想に関する規定が削除されましたけれども、基本条例

としては位置づけるため改正をいたしております。 

 次、１０ページでございます。 

 ８月に、議会基本条例に基づきまして、議員全員で構成する議会改革推進会議及びその補助機関と

しての議員７名で構成する検討部会を設置しております。 

 それから、９月定例会から、試行となっていた議案質疑の１人当たりの持ち時間につきましては、

試行を取りまして決定事項としております。 

 １０月、各常任委員会における調査・研究結果をまとめ、議長から市長に提言書を提出しておりま

す。 

 それから、９月定例会から議会の内容を報告するということで、ケーブルテレビの行政情報番組で、

「こんにちは！ 市議会です」ということで放送を開始しております。１０月１４日から２６日まで、

１日５回放送をしております。その放送内容につきましては、定例会の経過について、可決されまし

た議案の主な概要、各常任委員会の所管事務調査についての結果報告、それと次期定例会の日程等を

お知らせしております。 

 最後に１１ページで、今後の課題ということで、１点目に議会改革推進会議「検討部会」の運営に

ついて、２点目が、予算特別委員会、決算特別委員会の常任委員会化の検討、３点目に、議員及び市

民が自由に情報及び意見を交換することができる場の設置に向け、実施手法の検討ということで議会

報告会の検討をまたお願いしたいと思っております。次に４点目、議員定数条例の制定ということで、

現在は告示になっておりますので、条例化についての検討課題として上げております。次に５点目に、

議会基本条例の各規定についてどのように具体化をしていくかということで、また定着させるかとい

うことも検討いただきたいと思います。次に６点目、議会基本条例の定着に当たっては、各議員だけ

ではなく、私ども事務局職員につきましても自己研さんに努めることが重要であり、今後どのように

各自の意識高揚を図っていくかというふうに課題を述べてございます。 

 以上が議会改革の取り組みについてでございます。 

○部会長（竹井道男君） 今、事務局長から議会改革取り組みの経緯ということでご報告をさせてい

ただきました。 

 今後の課題についてはこれ以外も当然いっぱいあります。ここの部分がこれから各委員の方にご議

論願うところなのか、ちょっと簡単なものが上げられているということで、ここについてはこれから

議論をするということでご理解を賜りたいと思います。 

 ですから、１０ページまでの間で、ほぼ議運で議論されて確認されているものでございますので、

特にご質問がなければ、報告だけでかえさせていただきたいと思いますが、よろしいですかね。 

 はい、櫻井委員。 

○委員（櫻井清蔵君） ２人会派のは改革やと思うんやけれども、それが入ってないように思うんや

けど。そこら辺はどうやな。それがちょっと抜けておらへんかなと思ってんねんけれども。 

○部会長（竹井道男君） たしか小坂委員が議長のときの代表者会議で決めて、全協で確認された。

その日程については追加をさせていただきます。多分２１年だと思いますので、このインフルエンザ

のときですので、時期を調べて掲載をさせていただきます。つくり変えたものをまた次にお示しをさ
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せていただきます。 

 ほかにお気づきの点がありましたら、よろしいですかね。 

 一応おさらいということで、一応こんなところに来ているということで報告をさせていただきまし

た。 

 よろしければ、次に移らせていただきますが。 

 はい、櫻井委員、どうぞ。 

○委員（櫻井清蔵君） それから、これは当然定数のことも今後出てくると思うんですけれども、一

応議員提案で定数条例を上げられたわな。そこら辺の可否の問題が出てくると思うけどな。これは関

係ないのかな、こんなことをやりましたよと。 

（「結果だけです」の声あり） 

○委員（櫻井清蔵君） 結果だけやな。それも何年の何月に何かやっとるわさ。 

（「これも２１年ですね」の声あり） 

○委員（櫻井清蔵君） それはどういうような扱いを。この議会改革の経過について、当然議会改革

推進会議の中で、定数問題とか報酬問題とかというのは議題の一つになるのかわからんけれども。 

○部会長（竹井道男君） すみません、私の方からもうちょっと、説明が足りなかったので。 

 この後、今後の課題についてもう尐し説明を別紙でさせていただきます。ただ、ここに書いてあり

ますのは、条例がつくれていないということだけです。だから、人数については何も書いてないです。

その辺の議論は、今後どこでやるとか、どうするんだというのは、また皆さんの方にご意見をちょう

だいしようと。ただ、定数条例がないもんですから、またこの後説明に入りますけど、定数条例がな

いということは、変更手続も今決めていないんです。報酬の方は変更手続も含めて全部つくってあっ

て、パブリックコメントのときでも手続が明記されていないみたいなことも言われていますので、人

数は別にしまして、定数条例はつくらざるを得ないだろうと。それができますと、ここのところに定

数を変更する場合はこういう手続でやりましょうという一文が入りますので、人数は別にして、今後

どこかのタイミングで定数条例はつくる必要がありますねということだけですので、どんな議論にな

るとか、どんな方法であるとか、これはまたここで議論していただこうというふうに考えております。

ですから、こういうのは、条例をつくらざるを得ないというところだけご理解を願いたいという意味

です、ここに書いてあるのは。どう決めるかは、また皆さんの方でご議論をしていただこうと。 

 はい、櫻井委員、どうぞ。 

○委員（櫻井清蔵君） 基本的には、このずうっと平成１６年５月、市町の合併前からのいろんな流

れと、合併後の流れとあわせてずうっと経緯が述べられておる中で、基本的に一度は定数条例の案件

があったということもやっぱり記載すべきではないかと私は思っておるんやけどな、経過の中にな。

そういう意味ですわ。 

○部会長（竹井道男君） わかりました。 

 小坂委員、どうぞ。 

○委員（小坂直親君） ここに書いてあることは、全員が申し合わせの上での了解事項によって、こ

の議会の中身の運営のことであって、あれは議員提案だっても全部が賛同しておるわけやないんで、

反対もあって賛成もあって、あくまでも同意しておる議員だけが出しておるやつであって、議会全体

のことではないんで、水野さんが出したことについては議会全員にかかわるものやないで、賛同した
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ものでもないし、従わなければならないものではなかったので、これをここに上げるべきでは僕はな

いと思います。 

 僕はここに上げるのは、全員が過去に申し合わせ、了解事項がすべてここに上がっておると思うん

で、あれはあくまでも賛否両論あって、全員がするものでもなかったんで、その経過はあるにしても、

それは上げる必要はないと。 

○部会長（竹井道男君） ちょっとすみません、こちらの説明不足で。 

 一応今お示しをさせていただきましたのは、各市町からご視察にいっぱい来ていまして、その中の

資料をちょっと使わせてもらいました。ですから、もっと細かに、今小坂委員がおっしゃいました、

決定されたものしか今載っておりませんので、もう尐し事細かな経過を載せよということは別建てで

つくった方がいいと思います。これはたまたま視察用の資料をちょっと用いて、これまでの流れはこ

んなもんですということをさせていただきましたので、もうちょっと明確に、いつだったかとかいう

のがわからんということであれば、別建てでつくることは可能ですので、ここは一応決定事項だけが

載っているというふうにご理解していただくとありがたい。 

 また尐し正・副で話をさせていただいて、どういう取り扱いをするか決めさせていただきます。今

回は決定事項が載せてあるということで、ご理解をしていただきたいと思います。よろしいですかね。 

 もう尐し整理ができれば、また調整をさせていただきます。 

 よろしければ、次に入らせていただきます。 

 先ほど議会改革の説明の中で、７ページに、９月にあり方の委員会から議長へ答申を出しました。

その内容が、今お手元にお配りしてございます課題及び事務処理の経緯という横書きの資料ですね。

これが当時議長の方に特別委員会が整理して渡したものです。 

 この中身で、この１年間どんなことが進んだのか、それからまた今後どういうところを詰めていく

必要があるというものを事務局と正・副で尐し整理を昨日までに済ませましたので、その内容につい

て事務局から報告をさせていただきます。それが終わりまして、次の、今後どう進めるかということ

に入らせていただきますので、いましばらくちょっとこの資料をもとに事務局からの説明をさせてい

ただきますので、お願いをしたいと思います。よろしいですか。 

（発言する者なし） 

○部会長（竹井道男君） では、臼井室長から説明をいたさせます。 

○室長（臼井尚美君） 左側に基本条例の条文が載っております。そして、真ん中にこの条例に関係

すると思われます関連規定、地方自治法とか市の条例を載せております。そして、右端にこの条文に

関係します、今後検討していく事項とか課題とかを載せております。 

 １枚めくっていただきまして、まず定義、第３条ですけれども、「○その他の団体の範囲」と書い

てありますけれども、これがその当時、議長に対して、課題とか、それから今後検討していくものと

いう形で示したものです。 

 そして、この色分けですけれども、一応既に調整とか実施しているものは青字にしております。そ

して黒字につきましては、まだ未着手のものとか、それから今後検討していくものを黒字としており

ます。 

 それでは定義、第３条ですけれども、その他の団体の範囲ということで、これにつきましては、ま

ちづくり条例に倣うということで、すべての団体を指しております。それから、これにつきましては、
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毎年度１回ずつ見直しをしていくというふうになっております。 

 それから第４条、議会運営の原則ですけれども、これの課題といたしまして、これには説明責任と

か市民に対する情報公開、それからわかりやすい議会運営などがうたわれておりますことから、まず

１番目の丸ですけれども、委員会の公開について委員会条例の改正というのを行いました。これは平

成２２年６月議会で上げております。原則公開とすることの改正でございます。 

 それから二つ目に、市民に対する説明責任はどのように果たしていくかということで、まだこれは

黒字になっておりますが、もっといろいろな方法があるということで黒字になっております。そして、

今現在行っておりますのが、定例会のケーブルテレビでの生中継及び録画放送、定例会及び予算・決

算特別委員会のインターネット録画配信の実施。それから、常任委員会等の行政視察の報告をホーム

ページ、議会だよりに掲載する。それから、平成２２年１２月より、２２年度分から政務調査費の収

支報告書をホームページに掲載、また議会図書室では、収支報告書、会計帳簿の閲覧を実施しており

ます。それから、領収書等については情報公開請求によるとしております。それから、平成２３年４

月より、２２年度分から議長交際費の支出状況をホームページに掲載しております。それから、平成

２３年１０月、９月定例会より、ケーブルテレビを利用いたしまして「こんにちは！ 市議会です」

を放送を開始しております。それから、この「こんにちは！ 市議会です」につきましては、今後は

１５分番組を考えておりまして、内容をより充実していくために、内容を検討する場の検討が必要と

いうふうに考えております。 

 それからその次に、監視及び評価をどのように行っていくかということで、これは昨年の８月１２

日の議会運営委員会で決定されたことなんですけれども、平成２１年度決算審査においては、決算特

別委員会委員長報告に総括した評価と特に必要な事業別評価を記載し、本会議における委員長報告と

することを決定しております。 

 それからその次に、政策の立案及び提言をどのように行っていくかということで、常任委員会、予

算・決算特別委員会における自由討議の場を設定。これも昨年の８月１２日の議会運営委員会で決定

をしております。この別紙ナンバー３と書いてありますのは、お手元にもう１冊置かせてもらってあ

るんですけれども、ここにそのときに決めました自由討議のフローをつけさせてもらっております。

それから、全員協議会におきましては、自由討議については全員協議会規程を昨年の７月２０日に公

布、施行しておりまして、ここに規定をしております。それから、委員長報告の充実を図るというこ

とが決められております。 

 それから次に、市民の傍聴の意欲を高める議会運営とはということで、本会議、委員会の傍聴席へ

議案等を一部配置と、質疑・質問要旨一覧を傍聴者全員へ配付。それから、議案や委員会資料等は、

傍聴者等からの希望があれば無料でコピーすると。それから、平成２３年４月から、１階ロビーに会

議案内板を設置。平成２３年４月から、ホームページに会議のお知らせを掲載となっております。 

 それから、機能が十分に発揮できる委員会のあり方とはということで、亀山市議会会議規則の一部

改正。これは委員会が議案を提出できる旨の改正を昨年の６月議会で行っております。それから、議

員間の自由討議の実施。それと、あと課題となっておりますのが、予算・決算常任委員会の設置の検

討。これは、平成１８年の地方自治法の改正によりまして、常任委員会の所属制限が撤廃されたこと

によるものであります。 

 それからその次に、議員相互間の自由討議を中心とした議会運営とはということで、どのような場
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で、いつ、どのぐらいの時間行うのか、また自由討議の課題のテーマはだれが決定するのかというこ

とで、常任委員会、予算・決算特別委員会における自由討議の場の設定ということで、これは昨年の

８月１２日の議会運営委員会で決定をしております。それから、先ほどと一緒ですけれども、全員協

議会におきましては、全員協議会規程に規定をしております。それから、全員協議会の自由討議のテ

ーマは議長が決定をするという形となっております。 

 それから、第５条、議員の役割、責務等ですけれども、その課題といたしまして、倫理条例の制定

ということで、亀山市議会議員政治倫理条例の制定を昨年の７月１５日に公布、施行しております。

これは、以前政治倫理要綱であったものを新たに条例として制定をいたしております。と同時に、政

治倫理審査委員会の規程も制定をいたしております。 

 それから、市民に対する説明責任はどのように果たしていくかということで、これは先ほどの第４

条の再掲となっております。 

 それから、第６条、会派につきましては、会派結成人数を３人から２人とするということで、２人

会派は代表者会議、議会運営委員会へは委員外議員として出席できるが、採決には加われないという

ことを平成２１年１０月の代表者会議で決定をしております。 

 それから、第７条、議員研修の充実及び強化といたしまして、今後の課題ですけれども、議員の政

策形成及び立案能力の向上のため、コンサル、大学等との連携・委託となっておりまして、予算化に

ついて今後検討をしていくとなっております。 

 それから、第８条、市民の参画ですけれども、第８条第５項にあります情報及び意見を交換するこ

とができる場の開催要領の作成ということで、議会のあり方の中では一応案は示されておりますけれ

ども、まだこれができておりませんので、これを作成し、実施をしていくということが課題になって

おります。 

 それから、全員協議会、常任委員会協議会、代表者会議の位置づけと公開ということで、これにつ

きましては、昨年７月２０日に三つともそれぞれの規程を設けまして位置づけを明確にしたのと、そ

れと原則公開としております。しかし、代表者会議は公開としないというふうに決定をしております。 

 それから、委員会の公開については、第４条の再掲をしております。 

 それから、委員会ごとの政策づくりのための市民との懇談会ということで、今年度進めていただき

ましたそれぞれの委員会がテーマを決めまして、所管事務調査の実施を行いました。 

 それから、市民に対する説明責任はどのように果たしていくのかということで、これにつきまして

は第４条の再掲をしております。 

 それから、第９条の議会及び議員と市長等との関係ということの課題ということで、反問できる者

の範囲、それから内容、回数を明確化となっておりまして、これにつきましても昨年の８月１２日の

議会運営委員会の方でやり方等は決定をしておりますが、取扱要領がまだできていないということで、

この作成が課題となっております。 

 それから、市長の提案説明、第１０条ですけれども、これの課題といたしまして、重要な政策とは

どのようなものかを明確にしておくということでございまして、具体例といたしましては、基本構想、

基本計画、１０年以上の計画、実施計画以外の予算計上前の新規事業、それから既存政策の大幅な転

換があった場合を一応具体例として挙げております。それから、議論の場のあり方の検討ということ

で、委員会付託のあり方とか、その方法の検討が今後必要というふうに思っております。 
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 それから、個々の議員の資料要求も含めまして執行部への資料要求の仕方ということで、これは昨

年の８月１２日議会運営委員会の中で、会派の申し出により議長が行うという形で決定がされており

ます。 

 それから、議決を要しない計画等への議会への意見反映はどうするのかということで、今後、委員

会協議会か全員協議会での協議が必要というふうになっております。 

 それから、全員協議会規程の第６条の運営がちょっと今まだはっきり明確にされておりませんので、

運用方法を明確にして、これとの整合を図る必要があるというふうに考えております。 

 それから、議会への議決事件、第１１条ですけれども、これはことしの６月に条例改正をいたしま

した議会基本条例の一部改正ということで、地方自治法の一部を改正する法律によりまして市町村の

基本構想に関する規定が削除されたことに伴いまして、当条例の改正を行ったものです。条例を記載

してあるところを見ていただきまして、左側ですけれども、上の黒字が以前の条例で、下の青字が改

正後の条例となっております。 

 次に、行政の監視及び評価、第１２条ですけれども、これは第４条の再掲をしております。 

 それから、第１３条、政策の形成及び提言ということで、これにつきましても政策の立案及び提言

をどのように行っていくのかということで、第４条の再掲をしております。 

 それから、第１４条、議員間の自由討議といたしまして、これにつきましてももう実施をしており

ますので、第４条の再掲をしております。 

 それから、第１５条、政務調査費の執行及び公開ですけれども、これにつきましてはホームページ

や市議会だよりの政務調査費の公表ということで、第４条の再掲をしております。 

 それから、二つ目の丸ですけれども、公表及び閲覧請求、情報公開等があった場合の責任者・対応

者は、事務局、また会派代表者、経理責任者とする。 

 それから、閲覧場所の設置といたしまして、ホームページのほかに、図書室においては収支報告書

及び会計帳簿を閲覧に備えると。 

 それから、会派経理担当者会議の実施ということで、平成２３年２月に、使途基準を明確にしまし

た「政務調査費の手引き」を作成いたしまして、２月１０日に各会派経理担当者会議を実施いたしま

した。今後、年１回の開催を基本としております。 

 それから、亀山市議会政務調査費の公布に関する条例の一部改正ということで、平成２２年６月に

行っておりまして、会派の構成人員が３人から２人以上に改められたことによりまして、この条例に

ついても改正をしております。 

 それから、第１６条、議員の政治倫理でございますけれども、これは第５条の再掲で、倫理条例の

制定を載せております。 

 それから、１７条、議員の定数ですけれども、これは今後の課題ということで、定数条例の制定と。

現在は、告示で運営をしております。定数条例が制定された時点で、本条の改正が必要となってきま

す。この改正の方法につきましては、第１８条の議員報酬を参考にというふうに考えております。 

 それから、議員報酬、第１８条ですけれども、これにつきましては会議規則の一部改正をしており

まして、内容につきましては、委員会が議案を提出できる旨の改正を昨年６月に行っております。な

お、改正につきましては、人勧等によるものにつきましては執行部の方が改正をするとなっておりま

す。 



－１０－ 

 それから、第１９条、議会改革推進会議ですけれども、これは１９日に規程を制定いたしまして、

１９日に推進会議、また検討部会を設置いたしております。 

 それから、第２０条、議会事務局の体制整備といたしまして、議会及び議員の政策の形成及び立案

を補助するため、大学やコンサルタント等への調査・研究の委託やサポート体制の整備ということで、

委託業務の予算化が今後の課題となっております。 

 それから、第２１条の議会図書室の充実といたしましては、図書室の場所の確保ということで、平

成２３年１月に図書室の整備をいたしておりまして、図書については随時充実を図っていくとしてお

ります。 

 それから、第２３条の条例の検証及び見直し手続につきましては、この検証及び見直し手続を明確

にしていく手順書が必要だということが課題となっております。 

 それから、本条例の目的達成の検証をどのように行っていくのか、内部、外部の検証のあり方が今

後の課題となっております。 

 以上がこの条文に対します検討と、そして今進めてきました事務処理の流れでございます。以上で

す。 

○部会長（竹井道男君） ただいま、臼井室長より、昨年特別委員会から議長に提出をいたしました、

今後こういうことが事務処理でありますよというものを整理したものをご報告をいたさせました。 

 青字と黒字で、それぞれ終わったもの、また今後さらに検討を要するものということで、こういう

ものが今まだ残っているということで確認をしていっていただくための資料としてつくらせていただ

きました。 

 あと、今回は、この内容を一個一個議論をしてもなかなか順番とか手順が必要となりますので、こ

の内容をきょうは皆さんの方にご確認をしていただいた後、改めて正・副、事務局が入って、尐しラ

ンク分けとか優先順位をつくらせていただこうというふうに考えております。一気に全部できません

ので、尐し急ぐもの、それから若干おくれてもいいものというぐらいに分けて、改めて議論の順番的

なものをつくって、皆様の方にまたご議論をしていただこうというふうに今考えております。今回は

ちょっとそこまで間に合わなかったものですから、とりあえず各条例ごとの完了したものと今後の課

題点ということでまとめさせていただきました。 

 この資料の中でご確認されたいことがございましたら、またご発言をお願いいたしたいと思います。

要は内容だけの確認になりますけれども。 

 よろしいですか、こんなものが今からご議論願うという、ただ全部ここでやるのかどうかというこ

とも絡んでまいります。議運でやる場合もありますでしょうし、代表者会議ということもありますの

で、その場所の部分も改めてここで議論をお願いしようかなというふうにあわせて考えております。 

 次回までに整理して出させていただこうというふうに考えておりますので、今回は一応こういうも

のがあるということでご確認だけでお願いして、よろしいですかね。 

（発言する者なし） 

○部会長（竹井道男君） じゃあ、これに基づきまして、３番目の今後の進め方で、きょうはちょっ

とお諮りをしたいことが二つございまして、１点は今ご報告いたしました、尐し正・副委員長と事務

局で内容を精査したいということが１点でございます。それからもう一つ、急いでご議論をお願いし

たいなというのが、後期基本計画の議論の進め方です。 
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 基本構想につきましては、これまでは法律で決まっておりましたので、議決範囲ということでした

が、基本計画もこの条例をつくる段階で議決範囲といたしました。今回初めて来年後期基本計画の制

定があるということで、この辺のところをどうやって議論を進めていくのかというところを早急にこ

ちらである程度流れをつくって、次あたりにご議論願いたいなと考えております。 

 簡単に私の個人的な感覚でいきますと、これまでですと、前回の構想のときには、各会派でご議論

を願って意見集約をしたものが担当部局と整理をしておりました。今回は、政策形成ということもご

ざいまして、できれば議会が、内容一本化という意味ではなくて、議会で行政の方に尐し意見として

出したいと、要するに会派ごとではなくてですね。内容は別ですので、要は議会という形で尐し出せ

ないかなということです。それから、あと日程的には相当タイトになっておりますので、何か１月の

中・下旪にはパブリックコメントもあるということですので、できればその期間までに議会としての

意見がある程度集約したり、まとまらないものはまとまらないままでいいと思いますが、議会として

の意見を市長の方に出せないかなということです。 

 それから、もう１点ございますのが、基本構想の場合は総務委員会に付託でよかったんですけど、

この基本計画になりますと各分野にまたがっていると。そうなりますと、付託のあり方も、やはり従

来総務委員会だけでしたのが、じゃあ三つの委員会に分けて出すのかとか、そういう議論もしていた

だきたいなと。いやいや全員でやるということになると、委員会をつくらないとできませんので、例

えば特別委員会になるのか、分科会型で仕分けていくのかとか、尐しその議論が１月ぐらいには結論

を出していかないと、進め方はもうちょっと遅くても、３月には間違いなく提出するというふうに聞

いておりますので、付託のあり方は２月中ぐらいに決めなければいけませんし、議会側が従来の会派

ではなくて議会として出そうかということになりますと、その辺の議論の場所とか、どんなふうにま

とめるのかというのは１月の中旪ぐらいまでには、ちょっと１２月議会がはまりますので、１月の中

旪ぐらいまでには結論をお願いしたいなというふうに考えております。 

 ですから、これを逃しますと５年後しかありませんので、次の５年後は総合計画と今度は前期基本

計画の議論になるということで、５年後のたたき台になりますので、一番各委員の皆様にお願いいた

したい議論としてはこれが最優先としてお願いをしたいというふうに考えております。その後、私ど

もがつくった内容を受けて各委員の方から優先順位も尐しつけていただいて、尐しずつ議論を進めて

いこうというふうに考えております。 

 以上が今後の進め方として今正・副委員長で整理をしたものでございますが、２点ですね、一つは

内容をもう尐し整理したものをご提出させていただいて、順番をつけていただく、それからもう一点

は、後期基本計画の議論をどのように進めていくのか、当然本会議の進め方も含めてご議論を願おう

かなと。ある程度行きましたら、あとは議運の方に持ち込むのか、ここで全部議論していいのかとい

うのもありますので、役選以降で、尐し具体的な議論も詰めていければなあということ考えておりま

す。 

 ちょっとわかりにくかったかもしれませんが、要は、後期基本計画をどう議論を進めていくのか、

場所はどこでやるのか、まとめ方はどうするのか、それから３月の付託を受けた場合にどんな付託を

受けてやるのか、そんな議論を今後お願いをいたしたいというふうに考えております。 

 そんなことを今後早急にこの検討部会でお願いしたいと考えておりますけれども、ご意見がござい

ましたらちょっとお聞かせ願いたいと思います。私の方からはそれだけでございます。 
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 ある程度の進め方の素案はつくっていこうとは思いますので、たたき台がないとなかなか議論はで

きないと思いますが、尐し事務局と調整をして簡単なたたき台はつくらせていただきたいと考えてお

ります。 

 はい、櫻井委員、どうぞ。 

○委員（櫻井清蔵君） この市長の提案説明の１０条の中のこれのところやと思うんやけれども、き

ょうも代表者会議でちょっと確認させてもろたんやけれども、９月の定例会のときに、総務委員会資

料として資料６で出てきたと。それで代表者会議で議長に確認させてもろたら、ちゃんと議長の了解

を得た中でのことかと言ったら、議長は知らないと、説明を受けてないというような形で、そこら辺

も一遍改革をというよりも、この１０条に市長の提案説明の中での重要案件というのかな、ただ合併

特例債を溶融炉に使いますよというような考え方でやってきたけれども、もとの合併特例債の問題は

今まで議会としてもやってきたけれども、それも議長も知らんときにぽんと出されておるということ

は、今後そういうような行政と議会のあり方をもうちょっとされていくんやったら、後期基本計画は

各常任委員会に分割してやると、言いたいことも言えないというような心配をしていますけど、そこ

のところの意見を一遍皆さんに聞いていただきたいと思います。 

○部会長（竹井道男君） わかりました。 

 今、櫻井委員からもお話がございました。尐したたき台がないと議論が進まないかなということで、

もう尐しこちらの方で流れみたいなものをつくらせていただいて、そこで今のご意見みたいなものも

聞きながら整理していこうかなと。今だとまだちょっとイメージがわいていないと、理事者側との調

整も要りますので。ただ、総務委員会に一本というわけにはいけませんので、特別委員会、要は分割

するか一本でやるかという議論になると思いますので、そうなりますともう尐しこちらでも整理して、

次回にそれをお示しさせていただいて、そこで議論を願おうかなというふうに今考えておりますので、

もしご意見があれば今のうちに確認をして、その内容も盛り込めるようにはしたいと思いますので、

今櫻井委員がおっしゃっているのはどういう方法でやるのかということですので、それも含めて次回

出させていただいて、その結論は１月までには出さないと間に合わないというふうに考えております

ので、議論の仕方も、場と議論の仕方ですね、次回にそれを尐し出させていただくというふうに考え

ております。 

 櫻井委員、どうぞ。 

○委員（櫻井清蔵君） だけど、どこまで確認できたかわからんけれども、１２月にこれが出てくる

可能性が大なんですわな。この１２月に議案として出された場合に、当然議案の審議内容で付託をす

る場といっても、どういうような取り扱いをするかは議運の方で決めてもらわなあかんことやけれど

も、議案内容について。一括審議でやった中での議会での質問になると、なかなかほかにも皆さん議

員としていろんな時間も必要やろうと思いますし、それでそれが出てきたらそれに集中してやらんな

らんと。とても時間がないというようなことも踏まえて、早急にそこら辺の様子もつかんでもろて、

今部会長が言わはったように、１月ということではちょっと、この案件はでかいでな、この２２年か

らたくさんの議論をしてきた中での突如のあれやで、どうやろなと思っておるんやけど、どのように

取り扱ってもらうかわかりませんから、それも一遍。 

○部会長（竹井道男君） わかりました。 

 今、新市まちづくりの方はちょっと想定していなかったんで、当面３月の後期基本計画の一番大き
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なテーマなんで、ただ新市まちづくりも１０年分ありますので、これについての議論のあり方をここ

でやっていいかどうかをちょっと決めやないかん。 

 先走って申しわけないですけど、次が１１月２２日に議運がありますので、そこでもう一度皆さん

の方からご意見をちょうだいしようと思っています。ですから、その段階である程度方向性を出して

いただけるように議論願えれば、理事者側とも対応できると思います。要は全体でやるのか、個別で

やるのかというご意見ですよね、今の意見は。そういうことであれば、その場の設定をどうするのか、

例えば３委員会合同でやるみたいな話になるのかとか、また内容によっても変わりますので、とりあ

えずこの委員会の方との調整も要りますし、正・副委員長会議も開かないかんとか、さまざま出てく

るんで、できれば役選以降で、体制が変わったところで議論した方が一番いいかなというのがありま

したので、２２日までに尐し整理をさせていただいて、ちょっと動きづらいのもあります。委員長も

全部かわりますのでね。正・副委員長会議を議長が起こしていただいて、尐しそっちのご意見もちょ

うだいしたり、当然議運でもちょうだいしたりという格好になるので、最終的に、今おっしゃってい

るのが後期基本計画の議案はどう進めるのかというのと同じようなことですので、ただ時間的に１２

月というと本当にもうぎりぎりなので、もっと違う場でもう一度ご議論願うかですね。議長の方で今

度やってもらう方が早いかなと思いますが。 

 とりあえず２２日ぐらいまで時間をいただかないと、あと役選とかいろいろ絡んでくるので、整理

もつかないということで、もう一遍２２日にお願いをして、尐したたき台を出そうかなというふうに

思っていましたので、それまでというとなかなか時間的に場所がないんですよね、委員会を入れる。

当然議長もかわったりすると委員長もかわったりしますので、議運の委員長さんもかわりますので、

今決めておいても、また改めて調整し直しとなるんで。もうちょっとはよせいということであれば若

干前倒しはさせていただく、それでも１日ぐらいですかね。委員会の行政視察が入っていますので、

だから入れても２１日ぐらい。そうすると２２日の議運には間に合いますけどね。日程的にはそんな

もんだろうというふうに考えております。 

 はい、櫻井委員。 

○委員（櫻井清蔵君） とにかく、流れもあるかわかりませんけど、この１０条の中で、やっぱり市

民の皆さんにも十分理解してもろた中での議論をしていかんならんと私は思うの。特にここにある、

一番下かな、これでっかい変更やわな、これ。新規でもないし……。 

（「これは既存の大幅な転換ですね」の声あり） 

○委員（櫻井清蔵君） だから、ここに上げてもろたって、これどえらい課題やでな。 

 まして、今、政府が国会で提案してはる、５年延長というのが出てきましたわな、合併特例債の活

用について。それが知っておったんか知らんとったんか、駆け込みか、恐らくこの８月の段階では行

政は駆け込みやと思うんやけどな、そのような情報をつかんでいないし。 

 きのうもちょっと担当の企画部長と話しておって、特例債活用が災害被災地を中心にやるための１

０年というようなことでやっておったけれども、被災地だけとは違うのやと。５年間は被災地絡みの

ところで延長することができると。というのは、５年間の中で縛りがあるのかないのか一遍確認して

あるのかと言ったら、してないと言うのさな。恐らくこれは縛りなしに、合併後１０年間には特例債

を出すので、市町は合併してくださいというので、それがまだ整備していないで駆け込み需要になっ

てはいかんで、もう５年、もう尐しじっくり考えよと。国にも金がないと思うんやけれども。そこら
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辺が１２月は出してくると思うんですけどな、私は。確かに１１月１１日に役選があるで、正・副議

長、各常任委員長、委員会の構成はみんな変わると思うけれども。 

○部会長（竹井道男君） 小坂委員、どうぞ。 

○委員（小坂直親君） 今言うとるのは、総合計画の基本計画をこの中でどうしようかということで、

僕が思っておるのは、前回の総合計画は各会派から審議会へ１名ずつ４名行っておって、それである

程度各会派の調整もできて、だけど今回２名やんかな。議会代表を出しておって、それで議会でもむ

ということにすると、その２人の方の立場、こんな議決を要する案件のところへ議会から出すことは

もうこれからはやめるべきやと思うよ、やっぱり。議決を要する案件の審議会に入っていくというこ

とは、報酬審議会とかいろんなものにはすんなりと入っていかんにしろ、都市計画とか、そういう直

結予算を伴うものやとかはやむを得んでしょうけど、今回みたいに基本計画が議決を要するものなの

に、審議会議員として議会から出すということはちょっと考え物であるし、今回２名行ってもらって

おる方が了解のもとで出てくるやつを議会みんなが審議するんやということについては若干不自然も

あるんで、今の櫻井さんが言われている問題なんかは、どっちかというと、これからどうしたらいい

かというと、やっぱり予算特別委員会があるんなら予算特別委員会を一過性にせんと、予算というの

は補正予算も当初予算もあるわけで、予算特別委員会、あるいは予算の関連の集中審議というやつを

持ってくると、いろんな意味で予算に絡む計画から絡んでくるので、集中審議として全協がいいのか、

議運がいいのかといえば、やっぱり特例債の問題とか、総合計画の問題とか、まちづくりとか、多岐

にわたるんで、それは執行部と話し合いやけど、議員間討議を含めて集中審議できる議会、国会でも

やっておるように、予算委員会の中に金融の集中審議という、今までの各会派へ振り分けるんやなし

に、予算特別委員会は常任委員会化にするにしろ、予算特別委員会をつくっておけば、３月だけで終

わることなしに、補正予算を含めていって予算関連で集中審議しようと思えばできるわけやで。それ

やったら、予算であれば議長以外全員やで、それで執行部と集中審議をするということをこれからも

やっていかんと、やはり今みたいに問題が多岐にわたって、問題が大きい場合は、常任委員会とかそ

んなところでは無理があるんですよ。 

 だから、そこら辺についても、今頭の中にないにしろ、この議会改革の中でそういう案件について

は集中審議ができる場もこれからつくっていく必要があると思うんで、私が思っておるのは、総合計

画に２名入っておることについて、また改めて是が非でも出すかというのは、前回の総合計画のとき

にもいろいろ議論はあったと思います。だから、前回ときには各会派から１名ずつ入れておって、あ

る程度会派へ持ち帰って、意見もある程度すり寄せたけど、基本構想の場合はかなり抽象的な案件で

あって、さほど字句の訂正とかというときも尐ないと思うけど、基本計画になると事業名が具体化し

てくるんで、かなり左右すると思うんで、これは確かに時間もかかるだろうし、かなり審議も必要で

あろうと思うんですけど、ただ２名の方が了承して審議していたやつの扱いが今回の場合は難しいの

かなという、その辺をどういう扱いにするのかということを今後３月までですか、集中的にどういう

組織でどういう体制でやるのかというのは、この１１月以降の新しい体制の中で決めていかなければ

ならんのかなと私は思います。 

○部会長（竹井道男君） 今おっしゃいました、どこでやるのかというのは、今の段階では、全員協

議会の６条に書いてあるんですよね。その場所がいいのかどうかというのも若干今疑問がありまして、

予算委員会を常任委員会化すれば、予算委員会の幅を広げれば、２０名いらっしゃいますので、それ
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ぞれをまた分科会型にすれば十分いけるだろうと。ちょっとそこまでは気づきませんでしたけど。 

 あわせてこの全員協議会の６条の１項に同じようなことが書いてあるんで、そこの取り扱いも今後

それを外そうと、それはもうこっちの方に、今おっしゃったような意見にするのか、何かそういうの

をつくろうかとか、それもあわせてちょっとご議論してほしかったんです。 

 ですから、今我々も完全に用意していないんで、櫻井委員がおっしゃいました、要はまず説明の場

がどうするんだと、それから次に協議の場をどうするんだということですので、これがここでやる分

なのか、議運の場なのかというのも整理がついていないので、それはやっぱり議長がかわった後にや

らないと、議運の委員さんもかわってしまうんでというので、ちょっと申しわけないですけど尐しお

くらせてやるというのが状況です。ですから、ここで決めきれるかどうかですね、我々の立場として。 

 どうぞ、櫻井委員。 

○委員（櫻井清蔵君） だからね、それは議長の判断やと思うの。議長がこの案件については全員で

協議をすべきやと、これは担当委員会でよろしいと、これは全員でやらなあかんという判断を議長が

して、あくまで議会運営委員会というのは諮問機関やから、議長から議会運営委員会に諮問して、そ

れでこういうふうにしたいでその日程をとってくれというような判断を議長たるものができるかでき

やんかということだけと、私はそう思う。議長判断です、これは。議長の権限で、この案件について

は本会議で集中審議をやりたいで、議会運営委員会はその日程を組んでくれというふうに指示したら

いいわけやでね。それを諮問してもらったらいいんやでな。 

 それが一つと、もう一件、議会改革の中では、今も総合計画審議会で２名の議員が行ってみえると、

４名が２名になったと。委員会へのいろんな派遣議員がありますわな、農業委員会なんかも行かへん

ようになったと。やっぱり議会があんまり行かんでもええと思うの、充て職みたいな形で。それの整

理もこの改革の推進会議でやるべきやと。だから、充て職でようけ行っておるやんかな。それぞれは

重要な会合やろうけれども、それを最小限のところにとどめるというような議論も、今後進めていか

れるんだったらお願いしておきたいです、その整理も。 

○部会長（竹井道男君） わかりました。 

 委員の派遣については、随分前からできるだけ出さないみたいなことにしてありました。あと、条

例上うたってあるというところが今ネックになっておりますので、またそういうご議論があって、松

阪でしたかね、一切出さないみたいなところもありますので、もう尐し状況を調べて、出す範囲を決

めれば、議決を含むところは出さないんだとか、そんなご議論はここでできますので、その後またそ

れをどこへ持ち込むのかというのがありますけど、またそういう意見はずうっと過去も、代表者会議

でもずっと出ておりましたので、今回の派遣も２名、お２人からもいろんなお伺いが立っていますけ

ど、一応２名の委員でやってもらおうというのがたしか代表者会議のお話でしたので、今後この部分

については、また課題としてちょっとのせておきたいと思いますので、これは取り上げさせていただ

こうと思います。 

 はい、櫻井委員、どうぞ。 

○委員（櫻井清蔵君） 僕が思っておるのは、三泗鈴亀と広域連合議会、もうこの二つだけやと思っ

ておるんや、極端な話。ここかて、あんまり議会が関与するとあかんのやね、国保の運営委員会も。

国保も議会が入るとややこしくなるんや。 

○部会長（竹井道男君） すみません、一覧表がつくってありますので、出させていただきます。も
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う既につくってありますので、一回出して、全部リストをつくってありますので、それをもってまた

改めて議論をしてもらうということでお願いします。 

 ただ、その順番も、さっき言いましたように、やっぱり急ぐのは、今の新市まちづくりもそうです

けれども、後期基本計画が３月に控えていて５年計画なので、そこの議論を先に走っていただいて、

それと並行しながらどの順番か進めるというのは改めてまた皆さんの方から優先順位も決めていただ

こうと思っておりますので、簡単なものはすぐに決まりますし、時間がかかるもの、それを１１月に

もう一度ご提示して、この順番でやってほしいという議論を皆さんの方からお伺いをしたいというふ

うに考えております。 

 今おっしゃられました委員派遣については、課題として上げるようにしておきますので、わかりま

した。 

 きょうは、今ご意見いただいた件はもう入れまして、それで新市まちづくりはここで議論はしづら

いので、議長には申しわけないけれども、議長の方にまた申し入れしていただいて、一応言いますと、

全員協議会の６条の協議事項には、市政における基本的な計画の策定、現行計画の大幅な変更、新し

い制度の導入なんかは協議できると、今現行でもできるようになっておりますので、そういう場所を

使って、一度１２月までに全員で議論できないかというようなことの申し出を逆に議長にしていただ

くということの方がいいかと思いますね、現行でもやれますので。その後は、小坂委員がおっしゃい

ました、やっぱり予算委員会か何かをきちっとして、そこで全員でやるような体制の方が私はきれい

かなという気もしますけれども、それもあわせて入れておきますので、この次のところで。そういう

方法ですね、現状はこうで、今後どうという。その辺の議論もしていただいて、場所づくりが今あん

まり明確でないんで、尐し場所づくりを明記しておけば、そこでの開会をするかしないかだけの議論

になりますので、それも含めて１１月にちょっとお示しをしますので、ちょっと新市まちづくりは間

に合わないような気がするんで、これはもう議長の方の判断をお願いせなあかんかなというふうには

思います。 

 これは全員で推進会議を開催してオーケーをもらわなきゃいけませんので、ここは検討部会ですの

で、決めたことを多分また全員に周知せなあかんから、今の案件は多分議長の方へお願いしていただ

いた方が早いのかなという気がします。また同じことを３月にやらなあきませんので、ある意味では。 

 櫻井委員、どうぞ。 

○委員（櫻井清蔵君） こうやって議長さんも同席してもらっておるさかい、次期議長がどなたにな

るのか知りませんけど、１２月定例会の開催のときに集中審議ができるようにという、その申し継ぎ

ぐらいは、議長、ちょっとやっておいてもらうとありがたいけどな、引き継ぎ事項として。こういう

ようなことが、決算・予算委員会どうのこうのといっても間に合わんで。だけど、一応議長が知らん

うちに出てきたということを責めるようで申しわけないけれども、引き継ぎ事項として集中審議をや

るべきやと、申し出るべきやと、支持するように引き継ぎをしてもらうようにお願いします。 

 それからもう１点、さっきの派遣議員の、有償、無償というのはおかしいけどさ、費用弁償が出て

おる丸ペケを一覧表の中に入れておいてもらえませんか、お願いします。 

○部会長（竹井道男君） わかりました。 

 一覧表は多分できあがっておりますので、そこに日当やったかな、支給があるかないか。それから、

充て職の条例にあるなしとかもみんな一覧表につくってありますので、次回はそれを提出させていた



－１７－ 

だきます。 

 今、次回の議論に絡むような議論を随分していただいておりますので、できればこの範囲の中でご

意見なりあれば、今のうちにお伺いしておきたいと思いますが、よろしいですかね。 

 最初の案件は尐し議長の方に汗をかいていただいて、私の方の案件は１月ぐらいまでにはめどを立

てたいというふうに考えておりますので、皆さんの方にはこれで時間をとっていただくことになりま

すけど、ぜひまたよろしくお願いをいたしたいと思います。 

 なければ次の日程に入らせていただきますが、よろしいですかね。 

（発言する者なし） 

○部会長（竹井道男君） 次の日程が、先ほど申しました２２日の議運の後というふうに考えておる

んですが、そこじゃないともう１２月議会が始まりますので、尐しそこに資料を用意して、皆さんの

お手元に配付しようと考えておりますけれども、よろしいでしょうかね。 

 一応１時から。２２日が午前中議運の開催が予定されておりますので、午後１時から、３回目です

ね、検討部会。 

 委員の方、よろしいですかね、日程的に問題ないですかね。 

（発言する者なし） 

○部会長（竹井道男君） じゃあ、問題なければ２２日１時から開催させていただきますので、よろ

しくお願いをいたしたいと思います。 

 事前に資料が配付できるようでしたら、もう事前に配付させていただきます。ちょっと事務局との

調整が要りますけれども、極力事前に配付できるような格好でやらせていただきますので、よろしく

お願いいたします。 

 それでは、きょうは説明というぐらいに考えておりましたが、大分突っ込んだような議論になりま

したけれども、随分ボリュームのある内容が残っておりまして、２年任期となっておりますので、何

とか２年の間には尐しずつ形をつくっていきたいというふうに考えております。その間、議長や議運

の委員長さんにもいろいろまたお願いせなあかんこともいっぱい出てまいりますので、連携をとりな

がらやらせていただこうと考えております。 

 若干早いですが、次回の日程も決まりましたので、できるだけ事前配付をできるように努力をさせ

ていただきますので、また当日よろしくお願いをいたしたいと思います。どうもきょうはありがとう

ございました。 

午後２時０８分  閉 会 
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